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2010 年12月10日農務省発表
米国トウモロコシ需給予測 米国ソルガム需給予測 米国大麦需給予測

トウモロコシとグレイン・ソルガムのマーケット年は9-8月、大麦は6-5月。
トウモロコシとソルガムは1ブッシェル＝ 0.025401メートルトン、大麦は1ブッシェル＝ 0.021772メートルトン、１ヘクタール＝2.4710エーカー

大麦セミナー及びコーンミッションの報告
はじめに

　記録的な暑さの夏から、急に寒い冬を迎えた昨年、商店街で聞くクリ
スマスソングは早い冬を告げるかのように11月中旬ごろから流れていまし
た。ジングルベルの鈴の音を聞きながら気持ちが焦りがちだった年末を越
した今、私どもはリフレッシュした気持ちで仕事始めを迎えております。
　昨年12月には、米国にてDDGS取引を6年専門に扱ってきたというマー
チャンダイザーと日本の畜産・飼料専門家を講師とするDDGSに関するセ
ミナーを鹿児島と東京で開催しました。そこではコスト低減や鶏卵の黄味
の色の改善だけではなく、米国のある試験では卵の匂いの改善、また鶏
舎内アンモニア臭の軽減効果などに関する知見が最近発表されたことも
紹介されました。比較的新しい飼料原料であるDDGSは、いろいろな家畜・家禽への給餌について今後さらに研
究が進むと思われます。アメリカ穀物協会は、よりメリットの多い飼料原料としてDDGSを日本市場で活用してい
ただけるよう、日本の利用者に役立つ情報を今後とも提供してゆきたいと考えます。
　穀物需給は相変わらず変化に富み、ブレッド・バスケットと呼ばれる主要な穀物供給国でさえ、天候の不順や
用途の変化などで、入れ替わりや事情に変化が起きています。アメリカ穀物協会は、ますますタイムリーな情報を、
できれば現地で当事者同士なるべく直に伝え合う機会を提供すると共に、一方ではシンポジウムなどを通じて専

門家の分析を加えて分かりやすく説明できるよう、今後とも努めてゆく所存です。

―農務省農業需給予測―
　12月10日発表の農務省世界農業需給予測では、2010/11米国飼料穀物生産高は前月の予測と余り変わって
いない。11月カナダの穀物生産状況が変わることを反映して若干米国のトウモロコシ輸入が増えたが、それを

相殺するように大麦輸入が減った。カナダでは記録的なトウモロコシ生産が予測され、米国のトウモロコシ輸入が5百万ブッシェル（約
127,000メートルトン）多く予測された。その分米国期末在庫は増え、大麦の輸入は逆にカナダでの生産が低かったため5百万ブッシェル
減少して予測された。米国内でのビール消費が振るわずモルト用大麦需要が弱含みであるため、食用・種および工業用途の大麦消費は減
少して予測された。年度内での農家受取りトウモロコシ価格は前月と同じ$4.80から$5.60/ブッシェル。大麦とオーツ麦の農場価格は若
干低くなっている。
　世界のトウモロコシ需給をみると、インドの生産が百万メートルトン前月より上げて予測された。モンスーンがもたらした夏の雨量が土壌
に湿気を与えたためである。カナダの生産も70万メートルトン上げて予測された。同じくウクライナは50万メートルトン、EU-27も40万メー
トルトン前月より高く予測された。
（詳細は米国農務省需給予測：http://www.usda.gov/oce/commodity/wasde/latest.pdf）

12月東京DDGSセミナー会場
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　2010年11月19日、アメリカ穀物協会は東京・渋谷区のセルリアンタワー東急ホテルにて、標記セミナーを

開催し、日本の大麦実需者のために、米国および世界の大麦需給状況と米国主要生産州からの収穫と品質に

関する報告を行った。

　まず「米国・世界の大麦最新情報」と題して、CHS社の大麦マーチャンダイ

ザー、ライアン・ベーゼ氏より講演があった。

　ここ一年間で、世界での状況変化は、黒海沿岸諸国・EU諸国で非常に乾

燥した気候が続き、大麦の世界生産が縮小したことである。EUの大麦生産

量は2009年の63百万トンから2010年は52.7百万トンに、黒海沿岸地域では

36百万トンから23.5百万トンに縮小した。このように収量が落ちたことか

ら、ロシア政府は禁輸措置を取っている。ウクライナも同様に生産量が減

小したことから割当制度を検討している。

　カナダの収量が落ちたのは、作付時期に多量の雨が降ったことが影響し

ている。更に収穫期も雨が続き、大麦の品質に影響が出ている。

　米国では、作付面積が縮小し、生産高が減少した。国内では大麦から小

麦・トウモロコシ・大豆へ転換する農家がいる。2010/11年の最終在庫は1.9

百万トンと、黒海やEU程厳しくはないが、前年より減っている。

　オーストラリアでは西部で干ばつが起き生産高が減少した。しかし東部で豊作だったため、2009年並みが予想され

ている。

　世界の需給では、最終在庫が減っている。米国の大麦市場と、世界の大麦市場についてのまとめは次の通り。

アメリカ穀物協会

米国産大麦セミナーの報告

CHS社 ライアン・ベーゼ氏

アイダホ州ティム・ディリン氏 ワシントン州スティーブ・クラーセン氏 ノースダコタ州グレッグ・ケッセル氏 モンタナ州ブルース・ミリマキ氏
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続いて米国大麦生産地各州から次の内容の報告が行われた。

質問に答える講演者ら
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　最後に質疑応答の時間には、会場から質問が相次ぎ、

次のようなやりとりが交わされた。

質問：米国で大麦作付面積が減少している理由につい

ては？

クロップ・インシュアランス（作物保険）に於

いて、大麦は、他のキャッシュ・クロップで

ある小麦、トウモロコシや大豆に比べて保証

額が少なく、リスクマネージメントの観点か

ら不利である。

大麦の価格が上がっていることから、今後は

その状況次第で再び生産が増加する可能性も

ある。

質問：ノースダコタ州ミネソタ州はモルト用大麦が多

く生産される地域であるが、なぜ二条でなく六

条モルト大麦なのか？

東部では、モルト会社との契約で伝統的に6条

大麦が多い。整粒（プランプ・カーネル）率が

高いのが理由のひとつである。

質問：どのような要件がモルト用大麦として要求され

るのか？

色、タンパク含有率（高過ぎないこと）、発芽率

などである。

質問：灌漑設備のある農場の方が安定した品質の大麦

を生産できると言われているが、各州の灌漑農

場の割合はどの位か？

ノースダコタ州―ほとんどがドライランドと

呼ばれる灌漑されていない畑。

モンタナ州―半分ずつと思われる。

ワシントン州―8割がドライランド（灌漑され

ていない）で、2割位が灌漑されている。

アイダホ州南部では―6割以上が灌漑されてい

る。

質問：世界で気候変化が語られ、突発的大雨も報告さ

れている。世界的に大麦価格が高くなり実需者

にとって厳しい状況がある。しかも在庫率が減

少している。なにか対策は考えているのか？

自分も同様に感じているが、天候のリスクマ

ネージメントは難しい。日々の仕事の中で、需

要量を見極めながら、将来のリスクを最小限に

抑えるための準備をしておく必要がある。大

麦マーチャンダイザーとしては、ヘッジする

のも仕事の一部となっている。（ライアン・ベー

ゼ氏）

農家としては、栽培方法で対応している。保

全耕起（Conservation tilling）という控えめな耕

起もそのひとつ。南西部では2008年に乾燥に

より収穫が大変低かったが、翌年2009年には

雨が降り最高の生産高であった。このように

不安定な収量を経験してきたことも、生産者

がCRC（収入保証制度）などの農業保険を重要視

する理由のひとつである。

米国産大麦セミナーの報告
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　今回の大麦ミッションメンバーらは、

ほとんどが中西部から西部で大麦や小麦

を生産する経験豊富な農家であった。い

ずれも 8 月に日本の大麦加工業者らをが

「大麦視察団」として各州を訪問した際に

会って、農場を視察したり、話を聞いた

りした人達であった。

　ノースダコタ州大麦生産者を代表して

参加したグレッグ（グレゴリー）・ケッセ

ル氏は、とりわけセミナー会場での質疑応答の際も活

発に発言するなど、積極的なメンバーである。

　グレッグ・ケッセル氏の家族は、19 世紀後半から 4

代に亘ってノースダコタ州南西部にある農場を経営し

てきた農家で、自身も叔父さんから農場を引き継いで

30 数年になる。子供だったころ覚えている農業は、馬

や牛を活用していた事などで、また不作だったり農業

経営が大変苦しかった不況の時代も良く覚えているそ

うだ。現在 7,000 エーカー（約 2,750 ヘクタール）を

栽培し、作物は春小麦、デュラム小麦、ホワイト小麦、

豆類、トウモロコシ、ヒマワリ、サフラワーなどである。

種会社から委託されて、作物の種も生産している。

　家族のことを聞くとポケットからアイフォーンを取

出して、100 枚以上ある農場や家族の写真を見せてく

れた。18 歳のお嬢さんから

8 歳の息子さんまで、4 人の

お子さんのパパである。奥

さんは料理上手で、大麦を

使った料理も得意だそうだ。

近所の学校から遠足にきた

子供たちに、たらいのよう

に大きなお皿に一杯の大麦

インタビューに答える大麦生産者、
グレッグ・ケッセル氏

クッキーを作って出すと、あっという間

になくなってしまうほど。グレッグさん

自身は奥さんの作った大麦を使ったミー

トローフが大好物なのだそうだ。日本で

も、大麦を入れたハンバークが人気なの

と同じ理由かもしれない。

　農場で生産している大麦は、モルト用、

種子用、飼料用そして食用大麦があり、

高β
ベータ

- グルカン品種の「プロングホーン」

という大麦も生産している。今回の来日では、食品関

係雑誌のインタビューを受けるなど、意欲的に米国か

らの大麦大使としての役割を担ってくれた。大麦を生

産しているからということ以上に、家族の健康のため

にも、大麦を食生活のメニューに日頃から取り入れる

ことが大切であると自分でも信念を持っているからだ

そうだ。

　米国では、2006 年に FDA（米国食品医薬

品局）が大麦および大麦を含む食品に対し、

冠状心疾患リスク低減に関するヘルスクレー

ム（健康強調表示）を認可して以来（6 頁参

照）、国内での大麦食品の需要が高まっている。

シリアルやクラッカー、パスタ、ドリンクなど、

毎年さまざまな新製品が発売されており、一

般的なスーパーマーケットや食料品店には朝食

用シリアル、缶詰スープ、栄養バーなどの大麦

食品が店頭に並んでいる。なかでもクエーカー

（Quaker) や、カーシー（Kashi）は人気のブラ

ンドだそうだ。

   日本でも今後、大麦といえば麦ごはんやビールと焼酎

そして麦茶、が思い出されるだけではなく、朝食用の

大麦シリアルや、大麦ハンバーグ、スープ、サラダなど、

幅広いメニューの中で活用して欲しいものだ。

ケッセル氏とお子さん達、
左がグレッグ・ケッセル氏

農場見学に来た
近所の学校の生
徒たち。ケッセル
氏の農場付近に
は全校生徒が10
数名という学校が
あるそうだ。
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大麦、心疾患およびFDA健康強調表示

　2006年、FDAは冠状心疾患（CHD）のリスク低減における

大麦β-グルカン水溶性繊維の役割に関する健康強調表示を

食品ラベルに使用することを承認した1。21CFR101.81の修正

規則により、特定食品に含まれる水溶性繊維とCHDリスクとの

関係を記載する健康強調表示に大麦β-グルカン水溶性繊維

を含めることが認められたからだ。FDAは1日3g以上のβ-グル

カン水溶性繊維を供給する全粒大麦製品やドライミル加工し

た大麦製品を摂取することは、血中総コレステロール値および

LDLコレステロール値を下げるうえで効果的であり、このβ-グ

ルカン水溶性繊維のコレステロール低下効果は、すでにβ-グル

カン水溶性繊維源として21CFR101.81 (c)(2)(ii)(A)に記載され

ていたオート麦の効果に匹敵すると結論づけた。

　FDAは食事介入として大麦または大麦ベータグルカン水溶

性繊維を含むすべてのヒト臨床試験（トータル=10）から得ら

れたデータを調査した。コレステロール値の有意な低下が認め

られなかったのは、これら10件の試験のうちわずか2件であっ

た。

　FDAが評価した全試験中、不備のないヒト臨床試験として認

められたのはわずか5件（表1）であった。これらの試験に基づ

いて、FDAは大麦がコレステロール値を下げると結論づけた。

これら5件の試験では、総コレステロール値およびLDLコレス

テロール値に有意な低下が認められた。

　被験者が実際に摂取した水溶性繊維のレベルが報告され

ていない点と、ドライミル大麦ではなく大麦抽出ベータグルカ

ンが含まれていることを理由として5件の試験（表2）が除外さ

れた。これら5件のうち3件では、総コレステロール値の有意な

低下が報告されている。1件では、HDLコレステロール（善玉コ

レステロール）値の有意な増加のみが報告されている10。抽出

ベータグルカン7を用いたために除外された試験では、コレス

テロール値の低下は認められず、筆者らは抽出ベータグルカン

の分子量が極めて低いことが結果を欠く原因となった可能性

があるとしている。

　FDAによる大麦の心臓に関する健康強調表示の承認後、大

麦または大麦ベータグルカン水溶性繊維を用いた5件の試験

結果が新たに発表された（表３）。このうち4件ではコレステ

ロール値の有意な低下が認められた。5番目の試験では2種類

の異なるレベルで抽出オート麦および大麦ベータグルカン16

を摂取させた。大麦食2群およびオート麦食1群ではコレステ

ロール値の低下は認められなかった。これら抽出ベータグルカ

ンの効果が低下した原因も、分子量が極めて低いことによるも

のと考えられる。

 最近になって、大麦を含むヒト脂質試験すべての調査およ

びメタ分析の結果が発表された17。この調査により、大麦に含

まれるベータグルカン水溶性繊維は総コレステロール、LDLコ

レステロールおよび中性脂肪に有益な効果をもたらすと結論

づけ、FDAの先の結論を裏付けることになった。

   

　全体として、科学的エビデンスに基づき大麦および大麦（1

→3）、（1→4）-β-D-グルカン水溶性繊維が健康上の利益をも

たらすことが明確に示されている。要約すれば、以下の通りと

なる。

1.	大麦食品（はだか大麦、脱穀大麦、精白大麦および大麦由

来食品）にはオート麦と同程度またはそれ以上のβ-グルカ

ン水溶性繊維が含まれている。ヒト対照臨床試験では、1日

3gから6gのβ-グルカン水溶性繊維を供給する大麦食品に

より総コレステロール値およびLDLコレステロール値が5%

超、すなわち有意に低下することが明らかになっている。  

2. 大麦β-グルカン抽出物（オート麦抽出物同様）ではコレステ

ロール値低下効果に関わる機能にばらつきがある。少なくと

も1種類の大麦β-グルカン濃縮製品、すなわちBarliv™大麦

のBetafiberにはヒト臨床試験によってコレステロール値を

下げる能力があることが実証されている13。

3.	公開された40件の動物栄養試験のうち36件で大麦β-グル

カン水溶性繊維による総コレステロール値またはLDLコレス

テロール値の有意な低下が報告されており、その値は8％か

ら80%。試験対象の大麦食品にはミール、粉、ふすま、篩粉

（β-グルカン強化粉）、抽出物が含まれる18,19,20。

4.	14件の動物試験で大麦とオート麦の直接比較が行われてい

る。これらの試験のうち12件では、大麦の総コレステロール

値およびLDLコレステロール値低下効果はオート麦と同程

度またはこれを上回ると報告されている18。

　いずれも水溶性繊維を含まない2種類の大麦食品、大麦油

および醸造業者使用済み穀物（brewer’s spent grains: BSG）

について、脂質代謝を改善する潜在的効果の調査が行われて

いる。醸造業者使用済み穀物（BSG）は醸造業界の副産物で、

通常98%の不溶性食物繊維が含まれ、タンパク質（20-30%）

および脂肪（6-10%）が豊富で、全粒グレインの3倍のトコトリ

エノールが含まれている。動物とヒトを組み合わせた大麦油お

よび醸造業者使用済み穀物の試験では、一部の成分、おそら

くは抗酸化物質であるトコトリエノールが脂肪を制御する酵素

に影響を及ぼし、コレステロール値を低下させる能力のあるこ

とが示唆されている21,22。 

Christine E. Fastnaught, PH.D.
Phoenix AGRI Research

クリスティーン・ファスノート博士
フェニックス・アグリリサーチ社
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参考文献／被験者
Behallら.2

2004
男性7名、女性18名

Behallら.3

2004
男性18名

Liら.4

 2003

女性10名

McIntoshら.5

1991
男性21名
Newmanら.6

1989
被験者22名

食事介入
大麦
 精白、フレーク、篩粉
 - 5.0% BG

大麦
 精白、フレーク、篩粉
 - 5.0% BG

大麦 –
  全粒グレイン

対照 – 米

大麦 –
 ふすま50%抽出 - 4.9% BG
 フレーク - 4.4% BG
大麦粉 – 全粒もちはだか大麦 

方　法
摂取期間5週間のラテン方格法による無作為、二重盲検、対照交差 

食事3群： 0g、3g、6gの大麦水溶性繊維、すべてNCEPステップ1食

摂取期間5週間のラテン方格法による無作為、二重盲検、対照交差

食事3群： 0g、3g、6g の大麦水溶性繊維、すべてNCEPステップ1食

12週間の交差試験、2回の4週間摂取期間の間に4週間のウォッシュアウト期間

食事2群：0g または89g 大麦/日、両群ともに背景として標準的な的な対照日本食と
併せて摂取（脂肪=25% E)
SDF g/日:大麦 = 8.9g/日;   対照 = 3.9/日
無作為交差、2 - 4 週間、摂取休止期間なし 
BG g/日: 大麦 = 8.0 TDF g/日: 大麦 = 38.4
  小麦 = 1.5  小麦 = 38.4
無作為並行、6週間
TDF摂取 g/日: 大麦食 = 40
 オート麦食 = 27

コレステロール値の変化(mg/dl) a

大麦 3g vs. 対照 – すべて 
 TC: - 10.3 (- 4.9%)
 LDL: - 9.7 (- 6.5%)
大麦 6g vs. 対照 – すべて
 TC: - 12.3 (- 5.8%)
 LDL: - 12.4 (- 8.4%)
大麦 3g vs. 対照 – 
 TC: - 1.0 (- 1.0% ns)
 LDL: - 0.4 (- 0.3% ns)
大麦 6g vs. 対照 – 
 TC: - 17.9 (- 8.8%)
 LDL: - 14.3 (- 11.0%)
大麦 vs. 対照 – 
 TC: - 20.0 mg/dl (- 14.5%)
 LDL: - 11.1 mg/dl (- 21.0%) 
 HDL: - 2.6 mg/dl (- 4.1%, ns)
体重およびBMIに変化なし
大麦 vs. 小麦 – 
 TC:  - 15.1 (- 6.0%)
 LDL: - 12.8 (- 6.8%) 
Vs.基準値 –   大麦 オート麦
 TC:  - 12.0 (- 4.7%) - 12.0 (- 4.8%)
 LDL: - 24.0 (- 13.9%) - 11.0 (- 7.0%)
 HDL: + 5.0 (+ 10.2%) - 6.0 (- 9.5%) 

a 「ns」（有意差なし）の記載がない場合にはすべて有意  (p< 0.05) な変化が報告されている。
b 略語  LMW = 低分子量、 HMW = 高分子量、  BG = β - グルカン、  TC = 総コレステロール、  LDL = 低比重リポタンパク・コレステロール、  HDL = 高比重リポタンパク・コレステロール、  TDF 
= 総食物性繊維、  IDF = 不溶性食物繊維、  SDF = 水溶性食物繊維、  EDF = 食物性繊維推定量、  NCEP = National Cholesterol Education Program（全米コレステロール教育プログラム）

表	1.		コレステロールに及ぼす影響を評価するために食事介入として大麦食品または大麦	β - グルカン水溶性繊維を用いたヒト臨床試験

参考文献／被験者
Keoghら. 7 
2003

男性18名
Pinsら.8

2000 
抄録

被験者60名
Ikegamiら.9

1996
試験1：男性5名
試験2：男性
20名
試験3：女性7名

Narainら.10 
1992
男性5名
女性1名
Newmanら.11

1989
男性14名

食事介入
Glucagel – 
 大麦抽出物- 75%   
低分子量 β-グルカン
対照 - グルコース
精白大麦粉

大麦パーリング

小麦粉
精白大麦
 

大麦粉 – 全粒グレイン

通常食 – 小麦/米

大麦粉 – 全粒グレインもち
はだか大麦 –
 9.6% BG
 32.6% EDF

方　法
12週間の交差試験、2回の4週間摂取期間の間に4週間のウォッシュアウト期間

食事2群：0g、9.9gの大麦 β-グルカン、両群ともに背景として対照洋食と併せて摂取
（脂肪=38% E)
6週間のAHAステップ1食、その後

4週間の無作為、並行試験、食事3群

4-75 g マフィン/日
全試験：280 g/日 大麦/米 50:50 

試験1: 4 週間
試験 2: 2週間

試験 3: 2週間

4週間の交差試験、1週間の摂食休止期間
シリアル g/日:
　大麦 = 100 大麦 + 150 小麦/米 
　通常 = 250 小麦/米
無作為並行試験 4 週間
EDF g/日:  大麦 = 42
 小麦 = 42 

コレステロール値の変化(mg/dl)	a

大麦 vs. 対照 – 
 TC: - 1.3%, ns
 LDL: - 3.8%, ns

精白大麦粉 vs. 基準値 –
 TC:  - 7.7% 
 LDL: - 8.2%  
大麦パーリング vs. 基準値 –
TC、LDL、HDL - 変化なし
大麦 vs. 基準値 –
 TC: - 11.3 (- 5.4% ns)
 LDL: - 11.6 (- 8.2% ns)
 TC: - 27.5 (- 9.9%)
 LDL: - 23.9 (- 12.8%)
 TC: - 24.8 (- 9.8%)
 LDL: - 23.2 (- 13.4%)
大麦 vs.基準値 –
 TC: + 2.0  (+ 0.9% ns)
 HDL: + 14.8  (+ 29.2%)
 体重：変化なし 
大麦 vs. 小麦 – 
 TC:  - 24.3 (- 12.3%)
 LDL: - 18.9 (- 14.3%)

a 「ns」（有意差なし）の記載がない場合にはすべて有意  (p< 0.05) な変化が報告されている。

表	2.	FDA によりエビデンスから除外された食事介入として大麦または大麦	β - グルカンを用いる臨床試験

参考文献／被験者
Shimizu ら.12

2007
男性44名

Keenan ら.13

2007
男性および女性155 
名

Hinata ら.14

2007
男性52名
Aman.15

2006
被験者39名
Biorkland ら.16

2005
被験者89名

食事介入
精白大麦
Variety Fibar – 9% β-グルカン

抽出大麦 β-グルカン-
Barliv™
1. 低分子量 (LMW) 
2. 高分子量 (HMW)

精白大麦

Aktivated 大麦 – 5% BG

β-グルカン抽出物：
 大麦 – 36% BG
  オート麦 – 18% BG

方　法
無作為、二重盲検、偽薬対照、並行、摂食期間12週間

食事の米50%を大麦で置換 
160g 大麦/日 = 7g β-グルカン

無作為、二重盲検、対照、5群並行、摂食期間6週間

食事5群：0、3g LMW BG、3g HMW BG、5g HMW BG、 5g HMW BG

β-グルカンはすぐに食べることのできるコーンフレークとジュース飲料に加えて準備

米：大麦 を7：3の割合で混合
SDF 摂取量3.4g から18.7gに増加
平均期間14ヶ月
無作為、単純盲検、対照、交差、摂食期間4週間
食事2群：0g、3g BG

無作為、単純盲検、対照、並行、摂食期間5週間
食事4群： 大麦またはオート麦β-グルカンを5g、10g

コレステロール値の変化(mg/dl)	a

試験食 vs. 対照食
 TC:  - 20.0 (- 8.2%)
 LDL: - 11.8 (- 7.4%)
大麦試験食vs. 基準値
　内臓脂肪 (cm2)  -10.6 (-10.0%)
試験食 vs. 対照食
3g LMW: TC:  - 17.1 (- 7.2%)
  LDL: - 13.4 (- 8.7%)
3g HMW: TC:  - 19.1 (- 8.2%)
  LDL: - 14.0 (- 9.2%)
5g LMW: TC:  - 26.4 (- 11.1%)
  LDL: - 20.3 (- 13.1%)
5g HMW: TC: - 29.2 (- 12.4%)
  LDL: - 22.5 (- 14.6%)
大麦 vs. 基準値
 TC: - 16.0 (- 9.7%)

大麦 3g vs. 対照食 – 
 LDL:  データなし(-5.0%)

オート麦-5 vs 基準値 – 
 TC: - 12.4 (- 4.8%)
 LDL: - 9.3 (- 5.5%)
オート麦-10、大麦-5および大麦-10は
基準値との差が認められなかった。

a 「ns」（有意差なし）の記載がない場合にはすべて有意  (p< 0.05) な変化が報告されている。

表	3.		FDA 健康強調表示承認以降に発表された食事介入として大麦食品または大麦	β - グルカン水溶性繊維を用いるヒト臨床試験
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　アメリカ穀物協会では、2010年夏にトウモロコシ生産、

流通とバイオテクノロジーに関する視察を行った。米国の

農業生産現場の実態や新しい技術開発を実際に見たり聞い

たりする機会は日本では非常に限られているが、本年夏の

現地視察には、ジャーナリスト、消費者、農業経済の専門

家といった立場の異なる方々が日本から参加し、米国農業

の食糧増産・環境への貢献についての取り組みへの理解を

深めることができた。さらに、その視察中の訪問地の状況

や視察の足取りについてのビデオ、写真撮影を行い、それ

らを用いたコミュニケーション・ツール「1600万トンのト

ウモロコシはなぜ、海を渡ったのか」を2010年末に公開し

た。これらの広報素材を通じて、生産実態やバイオテクノ

ロジーについて広く一般の方々への理解を深めることがで

きると考えている。

　米国における穀物の生産・流通についての理解を進めるた

めに、視察団一行は、トウモロコシ生産現場、収穫、貯蔵、

輸送施設などを訪問しながら中西部の穀倉地帯（コーンベ

ルト）を視察し、さらに全米最大の農業ショーであるファー

ム・プログレス・ショーも見学した。また、農業バイオ開発

に関する研究開発状況や米国のトウモロコシ生産にとって、

農業バイオ技術がどのような位置を占めているのか、また、

環境に負荷をかけない持続型農業や農業生産性の向上にど

のように貢献しているのかを、バイオテクノロジー開発企業

の研究所にて直接に開発担当者から話を聞いた。

　視察団一行は2010年8月29日に成田を出発し、最初の目

的地であるミズーリ州セントルイスに到着。早速翌日に当

地にある植物バイオテクノロジー企業、モンサント・カン

パニーを訪問した。モンサントではパーティクルガンとい

う遺伝子を植物細胞に導入する機械の説明を受け、世界中

のあらゆる天候を再現できる気象チャンバーではその中で

育つ大豆などの開発中遺伝子組み換え作物を見学、さらに

開発の進んだ遺伝子組み換えトウモロコシの生育を観察す

る実験温室を視察した。また、視察の後半では、やはりバ

イオテクノロジー企業であり、古くからの米国の作物種子

会 社 で も あ る デ ュ ポ

ン・パイオニア社を訪

問した。パイオニア社

では、F1ハイブリッド

を開発した歴史のある

企業であるとの説明を

受け、その圃場ではト

ウモロコシの原種ティ

オセンテから最新の遺伝子組み換えトウモロコシまで、何

百年にわたるトウモロコシの育種の過程を一気に見学する

ことができた。

　またトウモロコシ生産農家への訪問では、トウモロコシ

生産に対する情熱と誇りに実際に耳を傾けることができ

た。日本でも農業の担い手の高齢化、生産性と収益性の不

安定さや後継者難による離農といった問題が顕在化してい

るが、米国でも同様の問題を抱えていること、しかし、そ

のような状況のもとでも、多様な品種の栽培による収穫

収量のリスク分散を図ったり、GPSを導入して、土地の状

態の詳細な解析による必要な場所に効率的に施肥を行った

り、遺伝子組み換え作物や大型機材の導入による省力化を

通じた精神的、肉体的な負担の低減による後継者の営農意

欲を引き出したりといった努力をしていることを知ること

ができた。さらには、視察はちょうど収穫の始まりの時期

と重なり、参加者はコンバインに同乗させてもらうことに

より、農家のもっともうれしい収穫に立ち会うことができ

た。このような農家と視察参加者との触れ合い、米国での

トウモロコシ生産農家との顔の見える関係の構築もビデオ

とパンフレットの重要な焦点となっている。

　また、視察で収穫を目の当たりにしたトウモロコシが日

本に輸入されてどのように日本人の食生活に寄与している

のかを知るため、本視察の参加者の一部の方には関東地方

の養豚農家を訪問していただいた。

　この視察をもとにしたコミュニケーション・ツールで

は、米国産のトウモロコシが日本人の食生活にどのように

かかわっているのか、どのように使われているのかを、米

国の農家、バイオテクノロジー企業、日本の養豚農家での

映像などを交えて紹介し、米国産トウモロコシの生産から

消費までの流れをわかりやすく紹介している。

　ここに紹介したコミュニケーション・ツール「1600万ト

ンのトウモロコシはなぜ、海を渡ったのか」の完成後には

弊協会ウェブサイトにアップするほか、皆様方の催される

イベントにてもご利用いただけるようにしたいと考えてお

ります。パンフレット、ビデオDVDをご希望の際には、弊

協会までご遠慮なくお知らせください。

トウモロコシ生産、流通とバイオテクノロジーに関する
コミュニケーション・ツール

「1600万トンのトウモロコシはなぜ、海を渡ったのか」が完成
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　年の瀬も近づいた 11月末に標記ミッションは米国より来日した。米国トウモロ
コシの生産状況に関して最新の状況を報告し、日本で日頃から米国産トウモロコシ
を活用・取り扱いいただいているユーザーの方々から意見 ･ニーズなどに関して話
を聞くための来日であった。更に日本訪問は初めてだったメンバーが大半であった
ため、自分らが生産する米国トウモロコシの一番の海外顧客である日本をより
知ること、そして日本のトウモロコシ市場の特徴について
視察をしながら学ぶことも重要な目的のひと
つであった。一行は、各業界を代表する皆様と
直接お会いして話し合いを持った他、憧れの新
幹線に乗って仙台へ行き、更に東北の田園風景
を堪能しながら石巻港へと向かった。そして絶好
の秋晴れに恵まれながら石巻埠頭サイロ株式会社
と北日本くみあい飼料株式会社を訪問した。

コーンミッション来日の報告

　石巻訪問の翌日は、午前中は畜産農業の行政関係者の方々

と会合を持ちながら、未来の日本の農業・貿易政策などに関

して各自思いを馳せた。午後には日本に別れを告げて次の

訪問先である台湾へと出発した。一行が成田空港を飛び立

つ頃、夕方から天気は崩れ始め、翌朝は大雨となった。幸

運にも一行は暖かい天気に恵まれて、半そでシャツで通すメ

ンバーもいた程である。東京ではイチョウの落ち葉が舞う官

庁街の並木道、東北では青空の下に広がる田園風景、そし

て紺碧の海と整備された石巻埠頭の景色が、メンバーにとっ

て初めての日本の記憶として残ることと思う。

　忙しい中で会合に参加してくださった業界を代表される

方々、及び石巻港訪問の手配 ･ 受け入れ準備などにご協力下

さった方々には、この場を借りて心より御礼申し上げたい。

　本誌では、一行が米国トウモロコシの生産 ･ 需給 ･ 品質の

報告に使った資料の中から代表的なレジメをご紹介する。

スライド1

スライド 3スライド 2
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　スライド４では、米国トウモロコシからエタノールを製造

する産業の年成長率が 2003 年から 2015 年まで説明されてい

る。再生可能燃料基準（RFS）によって 2015 年までに 150 億

ガロン（約 56.8 百万キロリットル）生産する義務が課せられ

ているため、今後の予測は、それへ向けての道筋として現さ

れている。棒グラフがその年の成長率を示している。現在ま

では、急ピッチで成長してきたものの、その成長率は今後ピッ

チが落ちて緩やかになることが予測されている。エタノール

部門は今後も米国トウモロコシの需要を構成する重要な一部

門であり続けるが、成長率に関してはピークを越したと考え

られる。

　一方、米国トウモロコシの単収は今後も伸びる傾向を示し

ているのが次の 5 枚目のスライドである。現在約 10 メートル

トン / ヘクタールである収率は、2020 年には 11.6 メートルト

ン / ヘクタール、2030 年には 13.12 メートルトン / ヘクター

ルと予想されている。しかし市場が穀物生産側、特に品種改

良研究者や育種関係者らへ送るシグナル次第では、単収の伸

び率は更に高くなる。より寒冷地や干ばつに耐性のある品種

が開発されたり、病害虫耐性 / 抵抗性の作物が開発されるなど、

飛躍的な技術開発が実現すると更に伸び率は高まるであろう。

　6 枚目のスライドは、エタノール産業の連産物である DDGS

の生産量と輸出量を示したものである。米国は昨年 24 百万ト

ンの DDGS を生産した。前述のエタノール 150 億ガロン生産

が実現する 2015 年までには、約 36 百万トンの DDGS が生産

されるであろう。業界内で信頼されているアナリスト会社の

一つである ProExporter によると、5 年先には DDGS 輸出は倍

増し、10 百万トンが輸出に回ると予測されており、業界関係

者も同様の量を見込んでいる。

スライド4

スライド5

スライド6
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協会の活動紹介（2010年10月～11月）

10
月

11
月

11月14－20日：
大麦ミッション来日

食用・飼料用トウモロコシ
のユーザーらが米国の生
産農場、トウモロコシ加工
会社、エレベータや種会
社などを視察した。ルイジ
アナ、カンザス、ミズーリ、
アイオワ、イリノイの各州
を訪問。

9月26日－10月3日：
コーンアウトルック・チーム米国視察

11月29－12月2日：
コーンミッション来日

ミネソタ州のエタノール工場や飼料会社、穀物商社などを視察
し、シカゴで開催された“EXPORT EXCHANGE 2010”国際
会議に参加した。トウモロコシ農場も併せて視察。

10月3－10日：DDGSチーム米国視察
EXPORT EXCHANGE 2010に於ける再生可能燃料協会
（RFA）スポークスマンのGeoff Cooper氏の講演

鹿島港関東グレーンターミナル(株)


